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市民生協における学習活動の現状と問題点
札幌市民生協を対象として

《卒業論文要約〉

社会教育ゼミ 4年g 押田 稔

1 はじめに、問題意識について

6 0年代の「言語度経済成長J政策によって、独占資本は巨大在富を蓄積したが、国民は公警や

消費者物価の高騰左どの諸矛盾によヴてその生活といのちをなびやかされてきた。 70年代も後

半にはいった今日、あくまで「高度成長」を維持しようとする独占資本とその代弁者と念ヴてい

る自民党政府の政策の下で、その矛盾はさらに拡大され、国民のくらしはをすます厳しさを増し

ている。

日本の消費者運動は、そうした矛盾の激化に伴左って、飛躍的に発展してきたが、全国の生活

協同組合はその重要を担い手として大主君主役割を果してきた。札幌市にないても、札幌市民生協

は「物価値上げ反対札幌市民会議J(三浦章子会長)の構成団体として、重要念一翼を担ってき

たが、とくに 73年の「灯油危機jの下での「灯油獲得遼動Jでは、その中心的左役割りを果し

た。との運動は大き友成果を収めたが、その原動力と念ったのは、生協にがいては班に組織され

ている組合員であれまた、その自主的・自覚的君主大衆的行動は、庖舗を中心とする粘b強い学

習と‘珪を中心とする徹底した討議Uてよって支えられたものであった。

とのイ論では、①札幌市の資料をもとにして‘今日の爾民の生活への物備高騰による圧迫の実

態はどう念っているか、②札幌の消費者運動にシける市民生協の位置はどうであったのか、⑧班

の活動の内容はどん念ものか、⑥班を構成している組合員の階層的特徴はどうか、⑤暁活動の実

態はどう左っているか、⑥斑構成員はどの程度学習の機会が与えられているか、また自ら作って

いるかw を調査によ 7 て明らかにし、今後の消費者教育の課題をさぐってみようと試みたもので

ある。

2 物備高による生活圧迫の実態

まず、昭和45年以降の消費者物価指数の動向をみると、 45年を 100としたときの 50年

の指数は 16 5. 5という異常念数伎を示している(表 l)。との異常さは‘ 50年代、 110年代

の年王子均物価上昇率と比較してみると一層はっき bする。す念わち、 30年から 34年(5 0年

代後半)までの平均年率はl. O~であ b、35年から岳 4年までの平均が 5.4%であヴたのに対

して、告 5年から岳 9年(7 0年代前半)のそれは 13.5%という高きをみせているのである。
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消費者制面指数の動向(全国、札幌市〉

T込之 会 国 本L 幌 ?ぢ

指 数 対前年上昇率(船 指 数 対前年上昇率(係)

昭和45年平均 100.0 7.6 100.0 7.1 

4 6 106.1 6.1 106.2 6.2 

4 7 110.9 4.5 110.4 4.0 

4 8 123.9 11.7 1 23.5 1 1. 9 

4 9 154.2 24.5 1 52.1 23.2 

5 0 cl年) 165.5 17岳 164.1 18.7 

詔和45年=100 

表 1

総理府統計局(資料〉

「もっとあがっている」と感じているが、それは、次のとまた、国民の実際の生活感覚では、

4 5年から 50年 2月の 5年間K必ける上昇率の高いものとによっても証明される。すをわち、

1 1種包のうち?穏自主でが毎臼の食料品であb、そ上位 10穏自主でをひろい出してみると、

しかも大き〈家計Kひび〈もの左のである(表 2)。の値上りが最も直接的十亡、

札幌市VC$'ける物価指数上昇率寸悌表 2
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(総理府統計局)

札幌市生活物資対策部が昭和49年に行在った r(らし向きについてJの謂獲によると、

しを一年前と比較して「悪〈念った Jと答えた人は調査対象者の 62.6 %VC達し(国 1)、 をた

653 

(資料)r札幌市生活物資等対策
概要JC昭和49年度〕

回答数

〈らしを昨年と比較して
良い 2.2%

やや良い

変わら念い
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物価の上昇が生活を「圧迫している Jと答えた人は 93.3%にも透している(図 2)。しかもそ

6 5 3 回答数

か念り圧迫している

2.1 % 

物価上昇κよる生活圧迫感

不明圧迫していると
感じ念い4.6%

図z

(資料 H札幌市生活物資等対策
概要(昭和49年度〉

多少圧迫している、

の9割近くの人が、伺らかの節約策によって生活紡衡をしている ζとが図 8と関4vては示されて

いる。

1. 3 8 9 

無駄買いをやめて、緊ったものは
最後まで使う

安いものを買うため多少遠くとも
安いl苫を選ぶ

回答数

物価高話番K対する生活防衛

とo亡念Kもして
共同購入念どに参加し い念い1.5%，-♂その他1.1%
て多少走りとも安〈翼うよう
Kしている ， 
ミートタイマ一、内職

念どで収入を増している

必要念ものはまとめ
て先貨をする

国8
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(資料)r札幌市生活物資等対策
概要J(昭和4吉年度)

灯油の節約意識について密 4

532 

(資料)r札幌市生活物資等対策
概要J(昭和49年度)

回答数

可能念限台節約している
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しかし、とうした状況の中で、物価高騰の原因を「不当左値上げJにあると指摘している人が

4 5.6 %VC達しているように、大半の国民が生活圧迫の根源を認識し始めてなり(図5)、また、

国 5 物価高騰の原因

使上値上げ念ど
不当念値上げが
原因

回答数 8 5 1 

原材料及びその他資材
の値上りが原由

人件費等の高騰
が原因

(資料)r札幌市生活物資等対策
概要J(昭和49年度〉

流通過程や企業に対する何らかの規制を要求する世論が高まってきているのである(図 6)。

図6 物価に隠して子おに望むとと

公設小売市場は
一般的K高い

回答数 1 4 3 

公共料金抑制

野菜価格安定の対策

業界指導の強化
生活物資への監視の強化等

3 札幌市民生協の消費者運動における位置

(資料)r札幌市生活物資等対策
概要J(昭和49年度)

市民生協は創業から 45年をでは、「規模のカを背景VC71自愛者の生活を守るJという立場から、

「高速成長 5ヶ年計画JVC基づ〈事業規模の拡大vc主カを注いでいたとと、歴史が浅かったとと

えとどから、 ζの時期にはまだ消費者運動の中心的存在とはいえをかった。生協の組織活動が本格

的に展開され始めたのは生 6年頃からであ b、その頃から漸次生協は市民会議の中で重姿~位霊堂

を占めるように~っていった。そして、 4 8年の「灯油獲擁護動 jでは中心的?を H力11VC~ った

が、その背景κは、生協が消費者の学習・討議の場としての位震を高めてきたとと、その組織力

が大衆的行動を伶 b あげるカとをってきたとと、~どが考えられる。
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4 構成員の措層的特徴

まず、 との級織的君主基盤を明らかにするため、筆者は南山鼻r;sと苗穏f古の班長 40名の方々の

インタビュー調査を試みた。

南山主導1吉地区と苗穂}苫地区の班長の家庭の年収を比較すると(悶 7 )、 151~350 万円が

図? 班長の家庭の年間実収入

401万平斗土

301ヱト

350万円

151万-200万I}

201万~250万円

〈南山鼻f苫〉 く苗穏l苫〉

両地区とも 85 %で、残t>1 5 %は、前者が 35 1万円以上であるのに対して、後者は 15 0万

円以下という対称をみせてお>t> ， 階層的左若干.の違いを示している。歴史の浅い後者の壊活動が

むしろよ b活発であるととの要閣の一つがととκ求められる。

また、班長の年令別構成をみると(図 9)、 30才台の人が南山鼻で 40係、苗穏では 70 % 

臨 9 班長の年令 回答数 2 0 

51才札土 岳1才'-45才

31才~

35才

31才'-35才

41才'-45才
36才'-40才

〈南山葬j苔〉 <E百穏l苫〉

3
・e仇
3
i
 



にものぼって会払とれは筆者にとって意外在結果であった。左ぜ左ら、との年代はまだ小さい

子どもをかかえてお4、普通はそれだけ班活動を臨難とする人が多いはずだからである。とのと

とは、それだけ広範左層に現代的貧国化の生活苦が胸治しているととと同時に、それによって、

組合員の潜在的エネルギーが大詰〈を b、また行動エネノレギ…へと転化してきているととを示し

ているのではをかろうか。

S 班活動の実態

班活動の水準をはかるメノレクマーノレの一つに渡会議があげられるが、その開催率は、南山手草平

均 30 係、笛穂は王子均 50 OJOであった。また、応舗からの距離が大きく在るにつれて開催惑が低

くをるが、それは、生協の利用度にも見られる傾向であり、両地区共通であった。とのととは、

生協と組合員との経済的結びつきの強きが、組合員の成長と班活動の水準を左右する重要?を婆留

と在っているととを示して;Jo~.t 、生協の庖舗経営比重要左課題を提起している (図 10、 1 1 

12)。また、班会議の議題が、物倒問題や有害食品問題左どの経済的要求VL発するものがほとん

陸 10 班長の生協利用度

ほとんど
生協で

く南山奥1吉〉
生鮮・野菜類以外は生協で

図11 生協を利用している理由

還元金が
あるから

回答数 30 

く南山奥1苫〉

特発臼があるから

安いから

商品が信頼できるから

一回一

回答数 2 0 

く苗穏rn>

回答数日



密 12 班会議開催の有無

50% 

開いてい;1:¥r>

く南山奥底〉 くa穏1苫〉

どであるととも、生協と組合員との直接出端点が磁めて経済的性格のものであるとと、生活を守

るたたかいの発展が組合員の基本的要求であるととを示している。

一方、班会議が開かれ左い理由は大きく二通bあって、一つは客観的条件が整わえtい場合、 も

う一つは班長の自覚が十分で左い場合である(臨 13)。とうした状況に対して、苗穏では合同

関13 秘会議が関かれ;1:¥r>理由

転勤が多〈班員
が閤定し;1:い

勤めている人が 生協を利用する人が
少ない

生協を利
用する人
が少ない

思答数 20 

今まで開いて
いない

く南山鼻府〉

多い

人数が少ない

今まで開い
ていない

小ざい子供をかか
えた人が多い

く蔭穏f苫>
辰墜数 19 

班会議を行をう左ど一定の指導がをされているが、南山鼻ではほとんど具体的対策は講じられて

い左いようであった(図 1岳)。
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図 14 生協からの指導は

組織委員が来て
くれる

攻会議を開いて
下さいという程度

伺も言って ζ ;1:い/ ー 盟答数 20

く南山鼻f吉〉 く畜穏1苫〉

班活動の水準をさぐるもう一つのメノレクマーんは、生活を守るたたかいへの取b組み状況であ

る。昨年の「乳価値上げ反対、灯池値上げ反対遂動Jでは、ほとんどの班が署名、カンパ活動K

取 b組み、抗議・要請行動Uζも積極的κ参加してきている。その背景としては生活苦がかえd 駒

治していたとと、 48年のたたかいでの勝利の経験をもっていたとと、 f苫舗を中心とする学習会

が展拐されたとと、日常的左大量の主主伝が念されていたとと左どが考えられる。しかし、たたか

いの縮問が短かかったせいもあって、班を中心とする討議がほとんどをされていをいという弱点

も残していた。

6 学習の機会について

組合員の学習の機会としては、①主主協発行の教宣物、②庖舗での学習会、⑥班会議での討論、

④大衆的才識での経験;1:どが考えられる。

む 「私の生協Jr班員通信Jr虹の集い」をどの他、学習資料、各種パンフレット、ショッピ
ングガイト¥1友別ニュースをどが発行されて必 b、成長のほとんどが一応悶通している。

@ 値上げの動向や組合員の要求に町、じて適宜行をわれているが、班長の 8割がとれに参加して

事"b、それらの人は一様に「大変勉強tとをる Jと答えている。

@ 知識を得るという菌だけで念〈、班長相互の結びつき、信頼を深め、討議Kもとづ〈共同行

動というもっとも実践的教育的左条件が整っている。しかし、他方では開催率がよくをいとい

う点で多くの問題を残している。

④ 対市交渉や対メーカー交渉念どがその中心と念るが、 ワアルUてとらえるという点では

もっとも効果的念役割を果しているようである。

7 むすび、市民生協における消費者教青の課題

とれまでみてきたように、現代的貧困化の進行、苦しい生活状況の中で、多くの組合員が生活

るたたかいにたちあがってきているように、教育的土壌は非常κ広〈在ってきている。そし

てもその学習号の現実的条件もか念b整傍されてきてなb、そのととが、生協が市民会議の中心的
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存在へとその位置を高めてきた要因と念っているカミ今Bの生活破壊の加速度的進行に十分対屯

できる段階にはをだ釜i捕できていをい。その要因としては、む学習の場が広がっているとはいえ、

それらが必らずしも有機的に結びついてい左いとと、③教育の中心的場である班会議の開催率が

低いとと、③それκ対する積極的;7対策が適穣Kをされてい念いとと、④系統的、体系的主主教育

政策?古瀧立していをいととたど、多くの課題が残されているようである。
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